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2１．安全性向上評価について

○ 安全性向上評価は、2013年12月に施⾏された原⼦炉等規制法の改正により、新規制
基準適合性審査を経て運転を再開したプラントを対象に導⼊された制度です。

○ 当社は、規制基準の枠組みにとどまることなく、プラントのリスクを⾒つけ、それを除去、低減し
ていくことで、原⼦炉施設の安全性・信頼性を自主的かつ継続的に向上させることを目的と
して、本評価を実施しています。

○ 本評価は、定期事業者検査（以下、「定検」という）終了から６ヶ⽉以内に実施し、その
後、遅滞なく原⼦⼒規制委員会に届出することとされており、今回、大飯発電所４号機が、
2023年11月21日に第19回定検を終了したことから、2024年6⽉13日に安全性向上
評価届出書（第４回）を届け出ました。

○ 当社は、原⼦⼒の安全確保に終わりはなく、安全性をたゆまず向上させていくとの強い意思
と覚悟のもと、安全最優先で運転・保全に万全を期してまいります。
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安全性向上評価の流れ

［１章］安全規制によって法令への適合性が確認された範囲を⽰す書類の調査
・安全規制によって法令への適合性が確認された範囲の設備や⼿順等について、定検終了時点の状態を確認

［４章］総合的な評定
・第２章及び第３章を踏まえた総合評価
・第２章及び第３章で抽出した追加措置に対する安全性向上計画の策定

［２章］安全性の向上のため自主的に講じた措置
・定検終了までの保安活動の実施状況及び最新知⾒等の調査

［３章］安全性の向上のため自主的に講じた措置の調査及び分析
・確率論的リスク評価（ＰＲＡ）（原則５年毎）
・安全裕度評価（ストレステスト） （原則５年毎）
・安全性向上活動の実施状況に関する中⻑期的な評価（原則１０年毎）

安全性向上対策の抽出（安全性向上、信頼性向上に資する改善点）

安全性向上評価の評価サイクル

※１

※２

安全性向上評価の評価サイクル

約５年 約５年

届出[定検毎]:

10年毎の評価→

［第１章］、 ［第２章］ 、 ［第４章］

［第３章］
（安全性向上に係る活動に関する
中長期的な評価）

5年毎の評価→

［第３章］（ＰＲＡ／ストレステスト）

今回届出（第４回）

※1
※2

※1 ＰＲＡもしくはストレステストの評価に大きな影響を与えることが⾒込まれる大規模な⼯事等を実施した場合は、５年未満でも評価を実施。
今回届出は該当していないため再評価は実施していない。

※2 日本原⼦⼒学会標準に基づき、大飯４号機は第３回にて、評価を実施している。



4３．今回届出した安全性向上評価届出書の主な内容
主な内容

［１章］安全規制によって法令への適合性が確認された範囲を⽰す書類の調査
・新たに許認可を受けた発電⽤原⼦炉設置変更許可申請書や保安規定等の内容を記載
・現在のプラント状態を記載

［２章］安全性の向上のため自主的に講じた措置
・保安活動の実施状況や、国内外の最新の科学的知⾒及び技術的知⾒の反映状況を確認した結果、さらなる安全性向上対策
を３件抽出

［３章］安全性の向上のため自主的に講じた措置の調査及び分析
・第４回届出書での評価内容については、第３回届出時点以降、評価結果に影響を及ぼす大規模な⼯事等を⾏っていないため、
改めて評価する必要はなく記載内容から変更はない※

［４章］総合的な評定
・保安活動の実施状況調査等の評価結果を踏まえた総合評価を実施
・第２章の評価結果から抽出したさらなる安全性向上対策計３件の安全性向上計画策定及び前回届出までに策定した主な安全
性向上計画の実施状況を記載

直近の安全性向上評価の結果等からの大きな変更がないなど、改めて調査、分析⼜は評定をする必要がない場合には改訂しなくても良いこ
ととし、必要がないと判断した理由について明らかにする。ただし、原則として5年ごとに改訂することに加え、大規模な⼯事を⾏うなど、確率論
的リスク評価⼜は安全裕度評価の結果が変わることが⾒込まれる場合においても改訂する。

※︓実⽤発電原⼦炉の安全性向上評価に関する運⽤ガイド抜粋
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No. 追加措置 実施時期(予定) 備考

1
２次系シーケンス盤他取替
２次系シーケンス盤（信号伝送盤含む）および２次系中央制御室警報監視盤は、
設置後30年以上が経過しており、機器の経年劣化に加え、保守部品の製造中⽌、
予備品・貯蔵品管理への対応を考慮し取り替える。

2024年度
（第20回定期事業者検査）

第2章の
評価で抽出

2

リスク情報を活用した活動における性能目標の導入
発電所におけるリスク情報※１を活⽤した活動について、より効果的に実施するための
性能目標※２を導⼊し、その活⽤に関する考え⽅を⼀元的に原⼦⼒事業本部の社内
マニュアルに整備する。
※１ 確率論的リスク評価から得られる、炉⼼損傷等の事故に⾄る頻度やシナリオ等の情報
※２ リスクをどの程度まで抑制することを目指すのかを、炉⼼損傷等の事故の発⽣頻度を⽤

いて示したもの

2024年度中
第2章の

評価で抽出

３
設計経年化評価から得られた知⾒の技術資料(教育資料等)への反映
原⼦⼒エネルギー協議会の「設計の経年化評価ガイドライン」の新旧プラント設計の比
較および対策検討に係る⼿法を踏まえ、抽出した知⾒を技術資料（教育資料等）
に反映する。

2024年度以降
第2章の

評価で抽出

今回の評価で新たに抽出したさらなる安全性向上対策

３．今回届出した安全性向上評価届出書の主な内容


